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1993年4月 に沖縄県久米島において幼虫が

水生の新種のホタルが発見されました。これ

まで幼虫が水生のホタルは国内に限ればゲン

ジボタルとヘイケボタルのみであり、この新

種のホタルは第 3番 目の水生ホタルといえる。

本種はゲンジボタルとの系統関係を探る上で

重要な比較種となった。学術的にも貴重なホ

タルであるために1994年に沖縄県の天然記念

物に指定されたるここではこれまで把握し得

た新種ホタルの形態 。生息環境 ・生態などに

ついての概要を報告する。

1.形 態
‐

雄成虫 体 長約16mm。 全体はケンジボタ

ルの雄成虫にきわめて似ている。前胸背板の

色彩が澄黄色、無紋である点で区別できるが、

形態的な差異はほとんど認められない(図1)。

雄成虫 体 長約18mm。 ゲンジボタルの雄

にきわめて似るが前胸背板が澄黄色、無紋で

あるので区別できると

卵 直 径約0.5mm。 淡黄色でゲンジボタ

ルの卵と区別できない。

幼虫
‐
孵化幼虫から終齢幼虫に至るまでゲ

ンジボタルの幼虫と比較してほとんど形態的

な差異が認められないが、全体に淡色でありヽ

唯二の区別点である (図2)。 孵化幼虫では

尾端の釣状器官の数が 2対であるが、齢数が

進むに連れて増加し、終齢では4対 ある。

2,生 態

威虫は4月下旬から5月上旬に発生。日没

後に群飛発光する。交尾は車の葉に止まって

行われるのが観察された。産卵は飼育下で湿っ

たガーゼに確認され、約30日で卵は孵化した。

幼虫はカワニナの稚只を捕食したが、初期に

おいてゲンジボタルに比較すると生育不良で

あった。12月下旬に生息地において幼虫調査

を実施したところ、上流域では幼虫は水慮よ

り10～30cm深 く潜っていた。夜間には水路

際で数個体の終齢に達したと考えられる幼虫

が強く発光した。これらの幼虫を採集し、パウ

トに移したところ、大変よく発光した。この

ような発光行動はゲンジボタルではほとんど

観察されていない。砂峡中の幼虫はほとんど

活動せずに体を丸めて静止していた。幼虫は

終齢に達していると推定される個体が多かっ

た。同河川の中流域では川慮が岩盤で砂峡層

が薄いためか、数cmの 深さにも幼虫が生息

していた。河川の岸辺に生える植物の根際に

も数個体の幼虫が発光していた。沖縄より神

奈川県横須貿市に持ち帰った幼虫を室内で飼

育継続した結果、砂際中に潜ってが、2月下

旬には飼育容器に敷き詰めた砂幹の表面に現

れた。野外調査では 2月 23日に発光しながら

上陸する幼虫が観察されている。幼虫はカワ

ニナを捕駅し、ゲンジボタルの幼虫とほとん

ど同じ行動を示す。幼虫が砂際に潜って活動

を休止しているのは10月から12月に確認され

たが、さらに長期間に渡っていることが予想

される。12月の生息地における水温と気温は、

本州の生息地に比べて暖かい。本州のゲンジ

ボタルの場合、水温と気温が高く保持される

と冬でも羽化する。野外での特殊例では温泉

水によって、他地域よりも早く発生し、その

後も少ないながらも秋まで発生する例がある。

即ちゲンジボタルは地温 ・水温 ・気温によっ

て発生期に大きな影響を与える。亜熱帯の久

米島では水温 ・気温 ・地温が本州に比較する

と暖かいので長期間に渡って成虫が発生する

ことが考えられるが、実際には約10日間に集

中する。久米島の新種は基本的にゲンジボタ

ルと形態が酷似し、配侵行動様式も同一と考
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えられる。このホタルの配偶行動様式から発

生期を限定し短くする必要があったと考えら

れる。新種の水生ホタルの幼虫が川底深く潜っ

て活動を休止させる行動は亜熱帯における生

活史適応として、成虫発生期を同調させる行

動とみなすことができる。

3.生 息環境  1

生息河川は川幅 5～ 7m。 水深 5～ 10cm。

底質は砂礫または際であり、随所に大きな岩

がある。河川両岸には高さ5mほ どの樹木が

生えて川を被っている。川の流れは緩慢であ

るがカワニナの繁殖はきわめて良好であった

(図3)。 しかし、1993年10月以降には大量

の赤土が河川に流入し、川底に沈着したため

に、カワニナのほとんどが死滅し、幼虫だけ

が生存した。岸辺には苔の生える岩が存在し

た。

図 1 新 種の水生ホタルの成虫
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図3 新 種の水生ホタルの生息環境

図2 新 種の水生ホタルの幼虫
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